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郊外住宅市街地における生活支援
機能の適正配置に関する研究

（研究期間：平成30年度～）
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１．はじめに

高度経済成長期以降、都市の郊外には大量の住宅

団地が計画開発され、郊外住宅市街地を形成してい

る。郊外住宅市街地は、経年に伴う住宅・住宅地の

老朽化、純化された土地利用と生活ニーズの乖離、

空き家の増加、公共交通機関の衰退等のオールドタ

ウン化が顕在化しているが、計画開発による高い公

共施設整備率や豊かな緑環境などを有しており、将

来に向けて維持・継承すべき都市の貴重な社会的資

産であると言える。そこで国総研では、総合技術開

発プロジェクト「成熟社会に対応した郊外住宅市街

地の再生技術の開発」（2018～2022年度）において、

計画開発された郊外住宅市街地（団地）の再生を促

進する技術開発を行い、そこを拠点として郊外の再

編・集約化を推進することを目指している。

２．生活支援機能の実態把握調査

郊外住宅市街地では、開発当初に想定された商業

機能が衰退している（写真）。一方で、建築・都市

計画規制等により、現在の生活ニーズに合った生活

支援機能（商業機能のほか、高齢者・子育て支援機

能等）が立地しにくい。そこで、土地利用の適切な

転換や生活支援機能の導入・立地の促進による生活

環境（ＱＯＬ）の向上を図るため、郊外住宅団地の

写真 シャッター通り化したセンター地区

立地特性や居住者ニーズ等に応じた、生活支援機能

の適正配置の基準及び計画手法を開発する。

初年度にあたる2018年度は、郊外住宅市街地を構

成する各団地の立地や公共交通の状況、生活支援機

能の立地状況など、郊外住宅団地の持続可能性を評

価する上で参考になると考えられる団地属性を示す

指標（表）を試行的に設定し、全国から30団地を抽

出して調査結果を「団地カルテ」として整理した。

また、一部の団地を対象に団地の形成過程や生活支

援機能の立地の変遷等についても調査を行った。

表 団地カルテの項目

３．おわりに

次年度は、居住者の生活支援機能の利用実態・ニ

ーズ調査や、生活支援機能提供事業者への調査等を

行い、機能の導入条件の検討を行う予定である。

(博士(都市・地域計画))

(博士(工学))

(博士(工学))

項目 内容

団地の

立地特性

団地の位置

・交通手段

・立地する自治体の中心市街地からの距離（大都市圏の場合はそ

の中心都市からの距離も調査）

・最寄り鉄道駅までの距離と想定される主たる移動手段（徒歩・

自転車、バス等）

・団地内のバス路線数およびバス停数、路線別の運行頻度

地形 ・平地、斜面地、丘陵地等の別

災害危険性
・地震や風水害、地すべり、火災等の各種ハザードマップにおけ

る位置づけ

団地の

概要

都市政策上

の位置づけ

・立地適正化計画、都市計画マスタープラン、住宅マスタープラ

ンなどにおける位置づけ

インフラの

整備状況

・道路、公園、下水道等

人口・世帯
・団地の計画人口・世帯数、現在の人口・世帯数

・団地居住者の高齢化率、市平均の高齢化率

開発主体 ・民間、UR都市機構、住宅供給公社等

開発手法 ・区画整理、開発許可等

住宅タイプ ・戸建住宅、平均敷地規模等

就業率

・世帯主の就業率

・当該住宅団地が立地する市町村の就業者の就業地の構成（市町

村単位）

地価等 ・代表的な地価公示価格、不動産取引価格とその住宅規模

法規制等
・市街化区域内外、用途地域

・地区計画、建築協定の策定状況およびその内容

自治会等

の活動

・自治会の有無、構成、活動概要

・地域NPO等の有無、活動概要

生活支援施設の立地状況

・買い物系；スーパー、コンビニエンスストア、ドラッグストア

等

・医療系；診療所（含む歯科診療所）、病院等
・高齢者福祉系；通所施設、訪問介護施設、小規模多機能施設等
・学校・子育て支援系；小中学校、幼稚園、保育園、児童館、学
童クラブ等

・飲食系；飲食店、喫茶店、宅配専門店等
・公共サービス系；役所（窓口）、郵便局、銀行（ATM）等
・コミュニティ系；公民館、集会所等
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表１ 観光地として人気を博している公園のタイプ分類 

公園緑地における魅力向上を目指し
て （研究期間：平成29年度～）

都市研究部 都市防災研究室 主任研究官 影本 信明 室長 竹谷 修一

（キーワード） 公園緑地、観光振興、魅力向上 

１．はじめに 

2016年(平成28年)3月「明日の日本を支える観光ビ

ジョン」が発表され、「観光先進国になる」という

目標のもと、観光を我が国の新たな基幹産業と捉え、

政府一丸となっての取り組みが進んでいる。 

一方、公園緑地は、観光において重要な観光資源

であり、世界的に見ても観光地として人気を博して

いる公園は数多い。しかし、我が国の公園緑地の知

名度は世界のものと比較すると高いとはいえず、公

園緑地の魅力を高め、観光振興に積極的に役立てて

いくことは非常に重要であると考えられる。 

このため、国総研では、観光地として世界的に著

名な公園を対象に、これら公園の観光資源としての

特徴や、都市景観に与えている影響などを文献調査 

などで把握・整理し（事例研究）、これらを基に我

が国の都市内の公園緑地の観光的活用方策の調査・

研究を行っている。 

２．観光地として人気を博している公園の特徴 

国際的に観光地として人気を博している公園を 

「利用者の目線（インターネットの旅行クチコミサ

イトTrip Adviserによるランキングから抽出）」、

「プロの目線（人気の高い観光ガイドブックLonely 

Planet等によるランキング等から抽出）」、「学術

的視点（観光計画学、造園学等を専門とする学識者

へのヒアリングにより抽出）」の3つの観点から37

事例（海外公園26事例、インバウンド観光の推進の

ため海外の公園の比較対象となるような国内公園11

事例）を抽出した。 

そして、観光的魅力に加え、公園の面積や立地、

施設構成等から判断される特徴をもとに分類を行い、

7つの公園タイプに分類した（表１）。 

３．成果の活用予定 

今後は、代表的な公園を選定し、各公園の観光的

魅力や取組み内容を詳細に調査するとともに、国内

の公園緑地の利用の動向等を把握・整理し、事例集

と留意事項としてとりまとめ情報提供を行っていく

予定である。 

公園のタイプ 特徴と該当公園例 

【タイプ1】 
広大な自然体験型公園 

広大な面積の公園で、敷地の大部分を自然林等が占める公園。トレッキングやサイクリングなど、
自然を満喫できるアクティビティが充実している。 
【スタンレー・パーク、キングス・パーク＆植物園】 

【タイプ2】 
広大な都会のオアシス 

面積50ha程度以上の広大な公園。散策やサイクリング、ピクニック等、様々なアクティビティ、
レクリエーションが楽しめる。
【セントラル・パーク、イギリス式庭園（エングリッシャーガルテン）、代々木公園など】

【タイプ3】 
都心の小規模な休憩スポ
ット 

面積10ha程度のタイプ2と比較して小規模な公園。市街地に立地し、観光客だけでなく、ビジネ
スマンや市民の休憩スポットとなっている。
【ミレニアム・パーク、ブライアント・パーク、日比谷公園など】

【タイプ4】遊歩道型公園 遊歩道が公園となっているもの。【ハイライン】 

【タイプ5】 
施設複合型公園 

美術館や博物館、レジャー施設等の多様な施設が一体となって公園を形成しているもの。 
【バルボア・パーク、サウスバンク・パークランド、上野公園など】 

【タイプ6】 
歴史的公園 

昔の宮殿、庭園跡地等が公園として整備されたもの。 
【リュクサンブール公園、セント・ジェームズ・パーク、兼六園など】 

【タイプ7】 
テーマ特化型公園（アー
ト・植物園・メモリアル） 

アート、植物園、メモリアル等の特定のテーマに特化した展示・鑑賞施設等を中心とする公園。 
【グエル公園、シンガポール植物園、モエレ沼公園など】
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